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１．概要（Summary） 

無線センサネットワークモジュールの素子要素として、

低消費電力の各種センサや、電源のための振動発電素

子へ応用できる、電気機械変換材料に圧電体を用いた

圧電MEMS素子が期待されている。センサモジュールは、

衝撃が周期的に印加されるような、機械的に過酷な環境

に置かれることもある。その場合、従来の珪素（Si）を用い

たMEMS素子では耐久が難しい。そこで、圧電層材料と

して窒化アルミニウム（AlN）を採用し、基板材料をステン

レス箔とすることで破壊靭性を高めた圧電MEMS素子の

製造技術の開発を目指し、東北大学 西澤潤一記念研究

センター（以下、西澤センター）の設備を利用して一部の

微細加工工程を実施した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 両面アライナ露光装置群一式（両面アライナ、スピンコ

ータ、オーブン、現像機、乾燥機）、芝浦スパッタ装置、レ

ーザ描画装置 

【実験方法】 

 ステンレス箔上に形成した AlN 膜の圧電定数を評価す

るために、バイモルフの圧電片持ち梁からなる、評価用チ

ップを試作した。Fig.1 にその試作工程を示す。本工程の

うち西澤センターの設備を用いて、レーザ描画装置により

フォトリソグラフィ用のフォトマスクの作製を、芝浦スパッタ

装置によりめっき用のシード層の成膜を、両面アライナ露

光装置群一式によりステンレス箔パタニングのためのフォ

トリソグラフィ工程を実施した。その他の工程は主に、東北

大学マイクロ・ナノマシニング研究教育センターにて実施

した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ステンレス箔上に形成した AlN 膜の圧電定数を、正弦

波電圧印加時の片持ち梁先端の変位から算定することで

評価した[1]。AlN 薄膜の圧電定数-d31,f に関して、Si 基

板上での結果1.7±0.1 pm/V [2]に対して、本実験のステ

ンレス箔上での結果は 1.42±0.08 pm/V であり、また結

晶解析の結果から、結晶構造の改善によってその圧電特

性は向上の可能性があると明らかにできた(1)。 
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Fig. 1 Schematics of the fabrication process 

for the piezoelectric cantilevers. 

 


